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21－１ 年度別・診療科別取扱延人数
（人）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
2024年度

構成比率(%)

209 232 237 306 229 10.5

983 1,236 1,531 1,596 1,543 70.6

99 134 141 188 135 6.2

5 1 0.05

3 10 46 7 0.3

3 5 -

4 7 0.3

-

36 26 52 36 31 1.4

1 11 2 5 5 0.2

18 5 6 9 13 0.6

15 13 39 36 34 1.6

6 0.3

10 -

98 90 51 56 46 2.1

12 0.5

122 117 181 79 105 4.8

1 4 6 4 -

15 9 13 0.6

1 3 -

1,588 1,881 2,274 2,382 2,187 100.0

21－２　取扱延人数の年度別推移

区　　　　分

内 科

精 神 科 神 経 科

小 児 科

　臨床心理部では、公認心理師5名が在籍し、各診療科からの依頼に基づき、心理検査、心理相談、認
知行動療法を実施することで、患者さんの個々のニーズに応じた心理的支援を提供している。
　今年度は人員体制の変化により、対応可能な件数に限りが生じ、取扱人数は減少している。特に外来
の心理相談については引き続き新規受付の調整が必要な状況が続いている。
　しかしながら、心理的支援の需要は依然として高い。今年度新設された肥満症センターにおける胃ス
リーブ術対象患者さんへの心理検査の実施をはじめ、白血病や炎症性腸疾患の入院患者さんへの心理的
支援、精神科リエゾンチーム、緩和ケアチーム、慢性疼痛集学的医療チームにおけるチーム医療の一環
としての支援など、多方面にわたる対応が引き続き求められている。
　認知行動療法についても患者さんのニーズは依然として強く、前年と同様の対応件数を維持してい
る。
　各診療科や関連部署の協力のもと、可能な限り患者さんのニーズに応えられるよう努めているもの
の、心理的支援は個別対応が不可欠であり、マンパワー不足が継続的な課題となっている。
　今後も、業務体制の整備と業務の効率化を進めるとともに、スタッフの技能向上を図り、各診療科か
らの依頼やニーズに十分対応できる体制の構築に努めていく。

外 科

Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ

産 科 婦 人 科

認 知 症 疾 患
医 療 セ ン タ ー

救 命 救 急 セ ン タ ー

整 形 外 科

遺 伝 子 医 療 部

泌 尿 器 科

皮 膚 科

脳 神 経 外 科

合 計

臨 床 心 理 部

眼 科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

放 射 線 科

チ ー ム 医 療
（ 精 神 科 リ エ ゾ ン ・ 緩 和 ケ ア ）

ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 部
（ 慢 性 疼 痛 集 学 的 治 療 チ ー ム ）

※内科：血液内科、消化管内科、炎症性腸疾患内科、アレルギー・リウマチ内科、循環器内科、脳神経内科
　外科：炎症性腸疾患外科

肥 満 症 セ ン タ ー

※2018年度より2日間検査を実施した場合は2件で表記
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